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1 長崎市印鑑条例の一部を改正する条例の概要

(1)改正理由

女性活躍推進の観点から、住民基本台帳法施行令等の改正が行われ(令

和元年11月5日施行)、住民票、個人番号力ード等へ旧氏の記載ができること

とされたことに伴い、印鑑登録証明事務においても、旧氏での印鑑登録や印鑑

登録証明喜への旧氏の記載を可能とするよう、改正しようとするもの。

(2)主な改正点

ア住民票に記載された旧氏を印鑑登録原票に登録する

イ印鑑登録原票に登録された旧氏を印鑑登録証明妻に記載する

ウ住民票に記載された旧氏を表した印鑑の登録を可能とする

(3)施行期日

令和元年11月5日

( 4 ) 旧氏記載のイメージ(印鑑登録証明書)

印 影

印鑑登録証明書

令
和

氏名

住所

長崎花子

旧氏:令和

この写しは、印鑑登録原票に登録されている印影と相違ないことを証明する。

年月日

長崎市長

生年月日

(備考)

長崎市桜町2番22号

昭和 6 0年1月1日
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2 長崎市印鑑条例新旧対照表

(登録資格)

第2条印鑑の登録を受けることができる者は、

住民基本台帳法(昭和42年法律第81号)に

基づき本市の住民基本台帳に記録されている

者とする。

2 (略)

現
ノ^

(登録印鑑)

第3条登録を受けることができる印鑑は、1人

につき1個とする。

2 市長は、登録を受けようとする印鑑が、次の

各号のいずれかに該当するときは、当該印鑑を

登録することができない。

(1)住民基本台帳に記録されている氏名、氏、

名若しくは通称(住民基本台帳法行ム(和

(登録資格)

第2条印鑑の登録を受けることができる者は、

住民基本台帳法(昭和42年法律第81号)に

基づき杢市力竺黄五亙住民基本台帳に記録され

ている者とする。

2 (略)

42年政厶 292号)第30条の26

改正案

(下線の部分は改正部分)

に規定する通称をいう。以下同じ。)又は氏名

若しくは通称の一部を組み合わせたもので表

していないもの

U

(登録印鑑)

第3条登録を受けることができる印鑑は、1人

につき1個とする。

2 市長は、登録を受けようとする印鑑が、次の

各号のいずれかに該当するときは、当該印鑑を

登録することができない。

①住民基本台帳に記録されている氏名、氏、

②職業、資格その他氏名又は通称以外の事項

を併せて表しているもの

③市長は、前項第1号の規定にかかわらず、

外国人住民(住民基本台帳法第30条の45に規

定する外国人住民をいう。以下同じ。)のうち

非漢字圏の外国人住民が住民票の備考欄に記

録宣れ工上Σ亙氏名の片仮名表記又はその一部

を組み合わせたもので表されている印鑑によ

り登録を受けようとする場合には、当該印鑑を

登録することができる。

④~⑥(略)

1項

名、旧氏(住民基

政令第292号。以下「ムという。)第30

の13に規定する旧氏いう

若しくは通称(ム

する通称をいう。以下同じ。)又は氏名、旧氏

若しくは通称の一部を組み合わせたもので表

していないもの

(2)職業、資格、その他氏名、旧氏又は通称以

外の事項を併せて表しているもの

(3)市長は、前項第1号の規定にかかわらず、

外国人住民(住民基本台帳法第30条の45に規

定する外国人住民をいう。以下同じ。)のうち

非漢字圏の外国人住民が住民票の備考欄に記

録を窒氾工上匝氏名の片仮名表記又はそのー

部を組み合わせたもので表されている印鑑に

より登録を受けようとする場合には、当該印鑑

を登録することができる。

④~⑥(略)

去施行ム(

30 6第1項に規定の1

042年

以下同じ。)
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3 (略)

(印鑑登録原票)

第6条市長は、前条第1項の規定による確認を

したときは、当該登録申請者に係る次に掲げる

事項を印鑑登録原票に登録するものとする。

(1)~③(略)

④氏名(外国人住民に係る住民票に通称が記

録宣迅工上1亙場合にあっては、氏名及ぴ通称)

現

(5×6)(略)

⑦外国人住民のうち非漢字圈の外国人住民が

住民票の備考欄に記録さね工上匝氏名の片仮

名表記又はその一部を組み合わせたもので表

されている印鑑により登録を受ける場合にあ

つては、当該片仮名表記

2 (略)

3 (略)

(印鑑登録原票)

第6条市長は、前条第1項の規定による確認を

したときは、当該登録申請者に係る次に掲げる

事項を印鑑登録原票に登録するものとする。

①~③(略)

④氏名(氏に変更があった者に係る住民票に

改正案

(登録の抹消)

第 12 条市長は、印鑑登録者が次の各号のいず

れかに該当する場合は、当該印鑑の登録を抹消

しなけれぱならない。

①~③(略)

(4)氏名、氏又は名(外国人住民にあっては、

通称又は氏名の片仮名表記を含む。)を変更し

たため、登録されている印鑑が第3条第2項第

1号に該当することとなったとき。

がされている場合にあっては氏名旧氏の司

及ぴ当該旧氏、外国人住民に係る住民票に'、

がされている場合にあっては氏名及ぴの記

当該通称)

(5×6)(略)

⑦外国人住民のうち非漢字圏の外国人住民が

住民票の備考欄に記

仮名表記又はその一部を組み合わせたもので

表されている印鑑により登録を受ける場合に

あっては、当該片仮名表記

2 (略)

3

⑥(略)

(略)

(登録の抹消)

第 12 条市長は、印鑑登録者が次の各号のいず

れかに該当する場合は、当該印鑑の登録を抹消

しなけれぱならない。

されている氏名の片

①~③(略)

④氏名、氏(氏に変があった者にあっては

住民婁に記がされている旧氏含む)又は

名(外国人住民にあっては、通称又は氏名の片

仮名表記を含む。)を変更したため、登録され

ている印鑑が第3条第2項第1号に該当する

こととなったとき。

(5×6)(略)

2 (略)

行

⑤
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(登録の証明)

第 13 条市長は、印鑑登録者に係る印鑑登録原

票に登録されている印影の写し(印鑑登録原票

に登録されている印影を光学画像読取装置に

より読み取って磁気ディスクに記録し、これを

プリンターから打ち出したものを含む。)につ

いて証明するものとする。

2 前項に規定する証明は、印鑑登録証明書によ

り行うものとし、当該印鑑登録証明嘗にはあわ

せて次に掲げる事項を記載するものとする。

①氏名(外国人住民に係る住民票に通称が記

録窒迅工^場合にあっては.』^称)

現 行

(登録の証明)

第 13 条市長は、印鑑登録者に係る印鑑登録原

票に登録されている印影の写し(印鑑登録原票

に登録されている印影を光学画像読取装置に

より読み取って磁気ディスクに記録し、これを

プリンターから打ち出したものを含む。)につ

いて証明するものとする。

2 前項に規定する証明は、印鑑登録証明書によ

り行うものとし、当該印鑑登録証明書にはあわ

せて次に掲げる事項を記載するものとする。

(2×3)(略)

④外国人住民のうち非漢字圏の外国人住民が

住民票の備考欄に記録窒迅工父亙氏名の片仮

名表記又はその一部を組み合わせたもので表

されている印鑑により登録を受ける場合にあ

つては、当該片仮名表記

3 (略)

改正案

(1)氏名(氏に変更があったに係る住民票に

U

旧氏の記がされている場合にあっては氏名

及び当該旧氏、外国人住民に係る住民票に通称

の記がされている場合にあっては氏名及び

当該通称)

②③(略)

④外国人住民のうち非漢字圏の外国人住民が

住民票の備考欄に記録宣室1エエ^氏名の片

仮名表記又はその一部を組み合わせたもので

表されている印鑑により登録を受ける場合に

あっては、当該片仮名表記

3 (略)

附則

この条例は、ム和元年11月5日から施行す

る。
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